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県全域における感染性胃腸炎の定点当たりの報告数は、警報基準値の「２０」を下回りましたが、 

終息基準値である「１２」を下回るまで、警報発令状態は続きます。 

 

今週の概要 

• 10 月報（月単位報告対象疾患（性感染症・薬剤耐性菌感染症）の状況） 
 

❖定点把握感染症報告状況（定点当たり患者報告数の上位５疾患）❖ 

順
位 

疾患名 
奈良県 

北部 中部 南部 
定点当たり （前週） 増減 

1 感染性胃腸炎 17.68  (23.74)      
2 インフルエンザ 1.76  (1.76)      
3 流行性耳下腺炎 1.74  (1.44)      
4 Ａ群溶連菌咽頭炎 1.44  (1.47)      
5 RS ウイルス感染症 1.29  (1.79)      

 
発生状況： 大流行   流行   やや流行   少し流行   散発  （疾患毎に、基準値を定めています。） 

増減：過去５週間平均数と比べたときの変化 急増、増加、やや増加、横ばい、やや減少、減少 
 

❖県内概況❖ 
感染性胃腸炎が流行しています。特に、中和保健所西部（旧葛城保健所）から 

の報告が多くなっています。今の時期には、ノロウイルスによる感染性胃腸炎が 

増加します。ノロウイルス感染後は、症状が回復してからも便中のウイルス排出 

が続きます。トイレ後やおむつ交換後、食事や調理前後には、必ず石けんで手洗 

いをし、感染予防を心がけましょう。 

また、インフルエンザの流行がはじまっています。肺炎や脳症などの合併症に 

よる重症化を防ぐためにも、予防接種が効果的です。まだ予防接種をされていな 

い方は、早めに接種することをおすすめします。 
 
 

インフルエンザの感染を防ぐためには？ 
－インフルエンザの感染経路は、飛沫感染と接触感染です－ 

◆予防接種 

◆飛沫感染対策としての咳エチケット 

 使い捨ての不織布製マスクを使用し、鼻と口の両方を確実に覆いまし 

ょう。とっさの咳やくしゃみの際にマスクがない場合は、ティッシュ 

などで鼻と口を覆い、顔を他の人に向けないようにしましょう。また 

鼻汁や痰などを含んだティッシュはすぐにゴミ箱に捨て、手のひらで 

咳やくしゃみを受け止めた時はすぐに手を洗いましょう。 

◆正しい手洗い 

流水・石けんで十分に手洗いしましょう。アルコール消毒も効果有。 

◆適度な湿度 

空気が乾燥すると、のどの粘膜の防御機能が低下するので、適切な湿度（50％～60％）に保ちましょう。 

◆十分な休養とバランスのとれた栄養摂取 

◆人混みや繁華街への外出を避ける 

 

★急に 38度以上の発熱が出て、咳やのどの痛み、全身の倦怠感を伴うなどインフルエンザが疑われる症状が出たと

きは、早めに医療機関を受診しましょう！ 

 

感染性胃腸炎 警報発令中です！ インフルエンザの流行が 

始まっています 

感染性胃腸炎 報告状況 

飛沫感染 

感染者のくしゃみや咳、つばなどの飛沫と一

緒にウイルスが放出し、別の人がそのウイル

スを口や鼻から吸い込み感染すること 
 

接触感染 

感染者がくしゃみや咳を押さえた手で周り

の物に触れてウイルスが付き、別の人がその

物を介し、口や鼻の粘膜から感染すること 
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❖定点把握感染症報告状況❖ 平成 28 年 第 47 週 11 月 21 日 ～ 27 日

保健所別報告数 奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 内吉野 吉野
インフルエンザ定点数 54 14 14 11 10 2 3

95 26 11 29 16 13
(1.76) (1.86) (0.79) (2.64) (1.60) (4.33)

小児科定点数 34 9 9 7 6 1 2
44 9 9 15 10 1

(1.29) (1.00) (1.00) (2.14) (1.67) (0.50)

12 1 10 1
(0.35) (0.11) (1.11) (0.14)

49 7 6 3 28 5
(1.44) (0.78) (0.67) (0.43) (4.67) (2.50)

601 115 159 138 171 11 7
(17.68) (12.78) (17.67) (19.71) (28.50) (11.00) (3.50)

13 1 5 2 1 4
(0.38) (0.11) (0.56) (0.29) (0.17) (2.00)

10 1 2 3 4
(0.29) (0.11) (0.22) (0.43) (0.67)

6 2 1 3
(0.18) (0.22) (0.11) (0.43)

24 9 7 1 6 1
(0.71) (1.00) (0.78) (0.14) (1.00) (0.50)

2 2
0 0
3 2 1

(0.09) (0.22) (0.14)

59 14 14 20 4 7
(1.74) (1.56) (1.56) (2.86) (0.67) (3.50)

眼科定点数 10 3 3 2 2 0 0

7 1 4 2
(0.70) (0.33) (1.33) (1.00)

基幹定点数 6 1 2 1 1 0 1

6 2 3 1
(1.00) (1.00) (3.00) (1.00) ※平成27年2月16日より桜井保健所と葛城保健所は統合され中和保健所となりました。

　旧桜井保健所分は中和（東）、旧葛城保健所分は中和（西）として集計しています。

　上段　：報告数
（下段）：定点当たり報告数　報告数÷定点数

年齢別報告数
年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80- 合計 累計

男 1 1 1 1 4 5 1 1 10 4 3 2 5 2 2 2 3 48 7870
女 2 1 1 2 1 3 11 5 3 1 6 3 2 4 2 47 7650

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20- 合計 累計
男 3 5 7 1 3 2 1 22 584
女 3 1 13 2 2 1 22 477
男 1 1 1 2 1 6 343
女 1 2 1 1 1 6 326
男 1 1 2 2 2 5 1 4 5 3 2 28 1396
女 1 1 1 2 4 1 1 4 2 3 1 21 1147
男 3 7 29 39 31 48 30 34 26 14 6 30 4 16 317 4730
女 1 8 21 30 25 43 36 21 14 12 11 20 2 40 284 4279
男 1 1 3 5 257
女 2 4 1 1 8 197
男 3 1 1 5 187
女 1 1 1 2 5 153
男 2 1 3 393
女 1 1 1 3 444
男 5 5 1 11 424
女 6 5 1 1 13 410
男 1 1 6
女 1 1 6
男 1 1 573
女 1 1 2 505
男 3 1 1 2 5 3 5 1 2 23 1229
女 2 1 1 7 5 7 4 5 4 36 1077

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70- 合計 累計
男 1
女 3
男 1 1 1 1 4 135
女 1 1 1 3 171

年齢区分 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計
男 11
女 6
男 8
女 3
男 1 1 2 138
女 2 1 1 4 141
男
女 1
男 54
女 45

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

突発性発しん

百日咳

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

咽頭結膜熱

A群溶連菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

インフルエンザ

RSウイルス感染症

百日咳 ✤第47週のトピックス✤

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

◆ＩＡＳＲ　インフルエンザ2015/16シーズン
http://www.nih.go.jp/niid/ja/flu-m/flu-iasrtpc/6871-441t.html

水痘
５類感染症 バンコマイシン耐性腸球菌感染症1件（奈良市1）

手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

RSウイルス感染症 ２類感染症 結核3件（郡山1、中和2）

咽頭結膜熱
３類感染症

A群溶連菌咽頭炎

４類感染症感染性胃腸炎

奈良県
北部 中部 南部

❖全数把握感染症報告状況❖　（　）は保健所別内訳
インフルエンザ

１類感染症

 
奈良県感染症情報　－2/4－



❖注目疾患の動向❖全て定点当たり報告数 H28 H27 H26 過去10年平均
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✤定点把握感染症報告状況✤ 平成 28 年 10 月　上段　：報告数奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 内吉野 吉野 （下段）：定点当たり報告数　報告数÷定点数 累計は、2016年1月からの累計性感染症定点数 11 3 3 2 3 0 0 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計12 6 4 1 1 ･･･ ･･･ 男 1 2 3 1 1 1 9 56(1.09) (2.00) (1.33) (0.50) (0.33) ･･･ ･･･ 女 1 1 1 3 554 1 2 1 ･･･ ･･･ 男 1 1 2 8(0.36) (0.33) (0.67) (0.33) ･･･ ･･･ 女 1 1 2 396 3 3 ･･･ ･･･ 男 2 2 24(0.55) (1.00) (1.00) ･･･ ･･･ 女 1 1 2 4 246 2 4 ･･･ ･･･ 男 1 1 1 1 2 6 29(0.55) (0.67) (2.00) ･･･ ･･･ 女 7基幹定点数 6 1 2 1 1 0 1 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計35 11 7 12 5 ･･･ 男 1 1 3 1 1 12 19 234(5.83) (11.00) (3.50) (12.00) (5.00) ･･･ 女 1 1 1 1 1 1 10 16 1326 6 ･･･ 男 1 2 1 4 53(1.00) (3.00) ･･･ 女 1 1 2 19･･･ 男･･･ 女 2✤対象疾患の動向✤全て報告数

奈良県 北部 中部 南部性器クラジミア感染症性器ヘルペス尖圭コンジローマ淋菌感染症メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症ペニシリン耐性肺炎球菌感染症薬剤耐性緑膿菌感染症

0510
1520

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

性器クラミジア感染症性器クラミジア感染症性器クラミジア感染症性器クラミジア感染症H28 H27 H26
010203040
506070

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

02468
1012

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

性器ヘルペスウイルス感染症性器ヘルペスウイルス感染症性器ヘルペスウイルス感染症性器ヘルペスウイルス感染症
05101520
2530

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症ペニシリン耐性肺炎球菌感染症ペニシリン耐性肺炎球菌感染症ペニシリン耐性肺炎球菌感染症

0123456
789

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

尖圭コンジローマ尖圭コンジローマ尖圭コンジローマ尖圭コンジローマ
0123
45

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

薬剤耐性緑膿菌感染症薬剤耐性緑膿菌感染症薬剤耐性緑膿菌感染症薬剤耐性緑膿菌感染症

0123456
789

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

淋菌感染症淋菌感染症淋菌感染症淋菌感染症
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